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はじめに
ゴ ホ ン ト ゲ ザ ト ウ ム シ Himalphalangium 

spinulatum (Roewer, 1911)（ ザ ト ウ ム シ 目

Opiliones：マザトウムシ科 Phalangiidae）は，日本・

中国・韓国・ロシアに分布する体長 10 mm前後

の大型のザトウムシ類である（Ban et al., 2010：

鶴崎・鈴木，2015）．日本国内では，本州（栃木

県以南）・四国・九州に散発的に分布している (川

野・鶴崎，2013：鶴崎・鈴木，2015)．

筆者らは，これまで詳細なデータを伴った公

式な記録がないと思われる鹿児島県で本種を確認

した．鹿児島県における分布の記録として，以下

に報告する．

データ
1ex.（図 1）, 鹿児島県鹿屋市野里町 [31.3570767°N, 

130.8153402°E], 28.v.2021，阿潟濵撮影．

確認されたのは 1個体のみであった．阿潟濵

がオオキンカメムシの繁殖地を確認する目的で鹿

屋市の沿岸部に位置する霧島ヶ丘を訪れた際に，

標高 50 m程の地点で本種が確認された．撮影地

はサイクリングロード上の舗装路であるが，森林

内に作られているため，採集地周辺の自然度は高

めである．霧島ヶ丘は市街地の中心部から南に約

7 kmの所に位置している丘陵地の都市公園で，

周辺は農地や住宅地に囲まれている．このような

環境は，人里近くの竹林や雑木林を好む本種に

とって好適な環境条件であると思われる（鶴崎，

2015）．鹿児島県内の他地点でも，同様の環境に

本種が分布している可能性が高い．

　本種は人里周辺の人為的な影響を受け易い

環境に生息地が多いため（鶴崎，2015），環境省レッ

ドリストで情報不足（DD）に選定されている重

要種である (環境省，2020)．鹿児島県内におけ

る分布状況は未解明であり，今後も積極的な分布

情報の蓄積が必要と思われる．
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図 1．鹿児島県鹿屋市におけるゴホントゲザトウムシの生態
写真（アリ科の一種を捕食）．


